
授業科目名

科目ナンバー

学年

授業形態

必修・選択 社会福祉士 21年

授業の目的

◯

◯

◯

◯

テキスト

ポートフォリオ

◯

◯

その他： ◯

区分 割合（％）

定期試験 0

授業内課題
参加度

出席態度等
80

その他 20

Ⅱ- 4・5-2
教員氏名 佐久間志保子

リアクションペーパーの内容やテーマをICTを用いて授業内で受講者全員に公開・共有し、往還的理解を深
める

ディプロマ
　　　ポリシー

カリキュラム
　　　ポリシー

授業の概要

介護とは何かを話し合い、介護の基本である尊厳を実践するためにはどのような介護の提供が望ましいのかを理解
する。また、地域の現状などを理解しながら、介護を必要としている人がどのような生活や価値観を持っているのか
を探る。社会福祉士の実務経験を活かし高齢者や障がいの権利にも触れ、介護を必要としても自立・自律を維持す
るためにどのように関わるかを理解する。さらに介護を実践する介護職が多職種と協働する役割を学ぶ

授業の
到達目標

「 ３　介護の基本Ⅰ」介護福祉士養成講座編集委員会　中央法規
「介護福祉士国家試験　受験ワークブック2024 上」介護福祉士国家試験受験ワークブック編集委員会　中央法規
（後期使用）

なし参考書

2023 年度 和泉短期大学 シラバス【専攻科】

介護の役割

専攻科

科目群Ⅳ
実践

学んだ知識、技能、価値観を現場に即して臨機応変に実践できる体験を積み、キャリ
ア形成の基礎を培う

キリスト教主義の精神を踏まえて、保育と人権にかかわる人としての価値観を再構築
する

開講学期

１　「尊厳の保持」「自立支援」の考え方の視点を理解する　２　介護福祉士の役割と機能を理解する　３　協働する
多職種の役割と機能を理解する

1.保育・福祉に関する基礎的な学修を通して、幅広い教養を身に付け、多様な人々を支える社会の理念・仕
組みについての原理を理解している。

2.保育・福祉の専門的な知識・技能を修得し、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を身に付けて
いる。

3.保育・福祉の専門職として多世代にわたる人々の権利を護り、愛と奉仕の精神を実践できる。

科目群Ⅲ
知識・技能

高齢者・障がいのある人を取り巻く環境を知り、様々な支援の内容と方法に関する専
門的な知識と技能を身につけることができる科目

通年

講義 単位数 4単位

科目群Ⅱ
原理

様々な世代を支える社会の理念・仕組みについての学びを通して、愛と奉仕に基づく
人間観を養う

科目群Ⅰ
教養

専攻科 実務経験

１　介護の基本である尊厳を支える介護や自立に向けた介護について、述べることができる

2　介護福祉士を取り巻く現状を説明できる

3   介護実践における安全を管理するための基礎的知識を述べることができる

成績評価方法

内容

実施しない

授業内にて実施する確認テスト（前期・後期）60％、授業の取組み20％

レポート

ワーク２「歴史を理解する」

往還型授業
（双方向授業）

ICT（グーグルクラスルーム含む）を活用した課題提示・回収、アンケート等を実施する

コマシラバスの活用

授業内での疑問や、学びを進める中で生じた不明点を、対話を通じて授業内で明確にする

リアクションペーパーを用いて授業内での疑問等を対話形式にて対応する
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第9回

フォーマル・インフォーマルサービスの特徴とサービス内容

第8回

地域包括ケアシステムについて

第7回

産業化・都市化・過疎化の現状

第5回

高齢者の社会活動・余暇活動について

第6回

日本の人口構造と高齢化の問題について

授業概要と課題

第1回

介護を必要とする人々の生きてきた時代

第2回

少子高齢化、家族機能の変化、介護の社会化の現状

第3回

高齢者の家族、世帯構造、役割

第4回

高齢者の住環境、就労・雇用、収入・生計について

＜復習＞ポートフォリオに取り組む

＜復習＞家族の機能の変化に関する課題に取り組む

＜復習＞高齢者の家族、世帯構造の課題に取り組む

＜復習＞高齢者の住環境、就労・雇用、収入・生計に関する課題に取り組む

＜復習＞高齢者の余暇活動の課題に取り組む

＜復習＞学生自身の人生設計をまとめる

＜復習＞産業化・都市化・過疎化の課題に取り組む

＜復習＞地域包括ケアシステムの課題に取り組む

＜復習＞フォーマル・インフォーマルサービスの課題に取り組む
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第10回

地域包括支援センターの役割

第11回

訪問介護の特徴と支援内容

第12回

介護のおける尊厳の保持・自立（自律）支援

＜復習＞介護のおける尊厳の保持・自立（自律）支援の課題に取り組む

＜復習＞地域包括支援センターの役割の課題に取り組む

＜復習＞訪問介護の課題に取り組む

第13回

介護福祉士が果たす役割

＜復習＞介護福祉士の果たす役割の課題に取り組む

第14回

感染症の特徴と予防

＜復習＞感染予防の課題に取り組む

第15回

病院受診時の介護

＜復習＞病院受診時の介護の課題をまとめる

第16回

高齢者等が服用する薬剤の基礎知識

＜復習＞薬剤の基礎知識の課題に取り組む

第17回

医療行為とみなさない薬剤の介助の注意点

＜復習＞医療行為とみなさない薬剤の介助の課題に取り組む

第18回

介護実践における連携（社会福祉法人、国・都道府県などの地方公共団体）

＜復習＞介護実践をする際の行政のしくみの課題に取り組む
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第26回

介護従事者の自身の健康管理

＜復習＞介護従事者の自身の健康管理の課題に取り組む

第19回

在宅で起こる事故の種類と予防

＜復習＞在宅で起こる事故の種類と予防の課題に取り組む

第20回

施設で起こる事故の種類と予防

課題に対するフィードバックの方法

１コマずつのコマシラバスを作成し、課題に取り組む。学生の成果と課題を可視化

第24回

個人の権利を守る制度の概要（成年後見制度）

＜復習＞成年後見制度の課題に取り組む

第25回

育児・介護休業等の制度

＜復習＞育児・介護休業等の制度の課題に取り組む

＜復習＞施設で起こる事故の種類と予防の課題に取り組む

第21回

災害の特徴と対応

＜予習＞災害の特徴と対応の課題に取り組む

第22回

介護事故の発生原因と予防や対応

＜予習＞介護事故の発生原因と予防や対応の課題に取り組む

第23回

個人の権利を守る制度の概要（日常生活自立支援事業）

＜復習＞日常生活自立支援事業の課題に取り組む


